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　教育は学習者の全人格を動員して物事に対応するような時にその効果を発揮することは
言うまでもない。つまり教育は感受性を喚起するような言葉やシンボルを用いることを，
最も要求される活動である。だがこれこそ多くの教師が苦手とすることである。また多く
の子供も学校で学んでいる時間には，感受性を喚起する言葉や身振りは，最小限に押えて，
機能的な言語や身振りを用いなければならないと習慣づけられている。この旧来の「学校
的」状況を越えて，子供や教師が，「自らの経験を自らの経験として組織していく」方向
を模索したいものである。このためには，自己とその自己を自己たらしめている世界をトー
タルに捉える方向性を持った概念を検討しなければならない。つまり，新たな世界像を求
め，その中に新たな自己像を模索し，位置付けるよう努力しなければならない。
　今日では，この自己概念に類する「主体性」や「自発性」，「自立性」の概念を見ても，
それらが「自己規制」の概念として機能している様子が目立ちすぎるようになった。つま
り，自己などの概念は理論的概念と言うよりも，学校などの機構における行動の手続き概
念のような性格を持っていることが子供達にも認識されているように思われるのである。
本論ではこの点を吟味しつつ，教育において果たすこの概念の役割を論じてみたい。
［1］　「深層」……操作概念としての自己を可能にするもの
　まず自己概念のかわりに今世紀半ば以降盛んに使われた，Identityの概念から論じて
みる。これは，自己概念が今まで機能概念として構成されてきたことへの反省の時期に来
ていることをそれなりに示す概念だからである。この言葉を英米の日常語から拾い出し，
学問的用語にまで彫琢したE．H．　Eriksonは，　Identityの概念が曖昧であることを指摘
し，同時にその不明瞭さを積極的に評価するように我々に求める。このために彼は，W．
JamesやS．　Freudの書簡や講演から，　Identityのという言葉に翻案できそうな文脈を
捜し出し，次のような彼なりのIdentityの概念規定めいたものを抽出した1）。
　それによると，Identityは
　（1）もやもやした掴み難いものであり，言語化したり，操作しようとすると，たちまち
　　手の届かなくなるようなもの。
　（2）しかしながら，重要な決断や思考の際には原理的役割を果たすようなものであるこ
　　と。
　（3）それは大部分無意識に属するようなものであること。
　（4）それは人が保証なしの状態に置かれたときなどに力を発揮するようなものである。
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たとえば人が小数派に追い込まれ，孤立するときなど。
　ここでは，E．　H．　EriksonはIdentityの概念を操作概念として来た経緯への探求を促
すと同時に，それをシンボル的なものとして理解していく方向を目指すことを望んでいる
ことが分る。操作概念とは，既存の他の文脈や社会装置，技術装置とうまく連携をとりな
がら，一定の成果を期待できるような機能をもつ概念である。ここでは，「既存の」とい
う性格が重要性を持つ。つまり，操作は他の要素と連動しながら，自らの有効性を実証し
て見せねばならないが，その場合他の要素との連動が保証されにくく異質な要素は実証困
難なものとして周辺に追いやるのである。このことは操作概念というものはすぐれて制度
的なものであるということを意味する。
　社会の各サブシステムは，それぞれの経緯をもって成立してきているものだから，我々
が労る概念をうまく機能させようとすれば，各サブシステムの働きとそれらの集積として
の社会的現実とを「自明なもの」として受れ入れた上で，その概念を使用しなければなら
ない。そのためには操作する主体によって，この世界を操作可能なように等質化する必要
がある。つまり自己は世界を等質化する装置としての性格を獲得しなければならないので
ある。事実，近代においては，主体は，生産や労働，消費，家族生活などの仕方を分節し，
刑罰・道徳を抽出しつつ，等質的な時空間を形成するものとしての機能を付与され続けて
きた2）。
　この主体は，間主体の関係を確保するためには，等質化した時空間を共有しなければな
らない。したがってこの等質化された時空間が「現実」を名乗るとき，この現実を踏まえ
た諸計画などは，その立案者がいかに善意に溢れていても，他者に対して均質化をせまる
抑圧の道具になってしまうのである。
　こうして，この均質化する主体は，多様な世界に対して等質的世界を対置し，その境界
を維持するのみならず，やがて，トートロジカルな等質的世界の再構築を繰り返すように
なる。
　しかし自己は疑問の集合体に対して一元的解答で沈黙させられないものであることを絶
えず顕在化させる。それでは近代ではこれに如何なる対処がなされてきたのか。
　そもそも，等質的時空間こそ一つのフィクションであり，近世初頭においては新しい光
学によって見出されたものであり，今の言葉で言えばVirtual　Realityであったのであ
る。この光学的な光こそ普遍性を成り立たせる根拠であった。それは「正確な」見方を可
能にするものだとされ，絵画における透視図法によって新たな「現実」を現出させたので
ある。自己は等質的時空間をつくるための点（視点，測定点）にまで還元される性格をも
つようになった。必要があれば，自己は点となり，無限に小さくなる事が出来る「原点」
となった。つまりそれは普遍性を得るための幻想された原点であり，世界を見渡す視点，
つまり透視図法の測定点であった。だから，それはく見る主体〉であると同時に，世界を
く表象する主体〉でもあった。この両者の一致こそ，「見る通りに描く」ことであり，視
線と光線との一致，絵画と幾何学との一致であった3）。そしてそれは自己と世界の一致で
もあった。
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［2］一義的lnterfaceから多義的lnterface・変身へ
（1）理性人＝西欧人男性VSフェミニズム　理性人，　ldentityの自明性信仰への疑問
　しかしやがて疑問の集合体としての自己が顕在化する。
　つまりこれまでは，技術的なトートロジーを可能にした自己は，この技術的世界を構築
し，そこに住まうためには，予期しない出来事を持ち込む自然や日常生活圏要素をできる
だけ排除しようとしてきた。いつも同じ室内の温度，柔らかく平均的に照らす照明，定刻
通り走る快適な交通機関，即座につながる電話回線，居ながらにして見物できる世界の出
来事……そこには予測不可能な要素を出来るだけ排除しよう，仮りに不確定な要素とやむ
を得ず対面せざるを得ないとしても，扱い易い形に変形し，可愛らしいものにしてから対
面しようとする態度が貫かれていた。それは荒々しい野性を完全に押え込み，極端なまで
に変形した愛玩用動物や鑑賞用植物にまで浸透している。このトートロジカルな日常生活
においては，大事件や戦争ですらブラウン管を通して，無害なものとして茶の間で見物で
きる。人間自身の子供でさえ，愛玩用の色彩を色濃く帯びるに至っている。子供はその自
然性を矯められて，ロボットのように，取扱説明書づきで育てられるかのような観すら呈
するに至る。テレビ・ラジオを通じての育児相談や教育相談はそのためのマニュアルを提
供する。
　しかしこのような試みは当然限界に達する。技術によってもたらされた頻発する大事故
や環境破壊は自然の猛威と同様の性格をもって人々に襲いかかる。技術のもたらす大災害
や自然そのものがもつ偶然性は回避できないものとして大きく我々の前に立ちはだかるよ
うになった。技術的な養育の結果である子供は登校拒否という現象を社会に突き付ける。
人々は「学校へのフルタイムの出席」というトートロジーに背を向けばじめる。如何に子
供のために万全を尽くした良い環境をつくり，このつくられた人工環境に親子ともどもに
自閉しようとも，この未知なる偶然性は追いかけて来るのである。しかも，この未知なる
ものは，かつてのような自然の予期しない猛威と言うよりも，むしろ人工的な環境として
の学校生活の産物であることを思い知らされる。そして，この未知なるものの最たるもの
が，他でもない自己そのものであることが判明する。人々は自己の破綻という事態を通じ
て，人工的環境こそ破壊を招いているものだと自覚するのである。
　つまり，人々は自己が技術の結果として未知なるものになってしまった事態を認識する
に及んで愕然とするのである。人々はいままで自己だと思い込んでいたものが，一体何で
あったのかという疑問にとりつかれる。こうして，自己なるものの「系譜」への探索が暗
黙のうちに人々の課題意識となる。たとえば「ルーツ」を巡る探索がブームなったりする。
ルーツを求める考古学的，民俗学的番組がテレビに登場する。人々は表層の自己を越えた
「深層」の自己というものを想定し，それについて色々と思いを巡らすようになる。それ
によって技術的探索の動機づけを確保したり，空想をかきたてたりする。いまや，自己は
暗闇に光をもたらす光線（啓蒙的自己）という性格のみならず，暗闇という性格をもつも
のとして現れてくるようになる。
　これは「原点を確定する視点としての主体」と「暗闇としての主体」の乖離が意識され
はじめることである。即ち，表象装置として位置づけてきた自己を外から眺めるもう一つ
の視点が必要であることに気づくことである。その場合，確定的視点としてのコギト以外
のものが見える視点，つまり境界に立つ視点が必要になってくる。この境界を見る視点の
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必要性を覆い隠してきたところに近代の意識の特徴がある。
　ここから，深層を暴くことが近代を越えるシンボルとなる。例えばマルクスなどの社会
主義はこの深層を「階級的利害関係」とし，ここにこそリアリティがあるとした。また，
S．Freudは無意識こその現実的な力を発揮する源泉だと言い，ニーチェは権力の意志を
現実だとした。遡って日本の中世の世阿弥は，このような深層の十分な発現を妨げる生身
の自己を牢獄と見る。例えば，男性であることは女性的要素の十分な発現をさまたげ，若
年であることは，老年であることの深層の発現を妨げると言うように4）。このように，近
代的な主観（真理・理性）への閉じ込めの拒否は，近代の市民社会の根底をなすく戸籍の
道徳，身分証明書の支配からの離脱〉への志向を意識させ，近代の自己を「自己という幻
想」もしくは「幻想としての自己」として相対化したのである。20世紀以降の大衆化され
た旅行熱は「遠い自己」を求める動きが風俗化されたものと言えよう。
　この表層的な自己への確信の揺らぎは西欧的文化への批判として登場する。つまり我々
が目指している自己というものが，西欧の白人，中産階級の成人男性をモデルにしている
ことが表面化したことに象徴される。このモデルの表層を越えて，その深層を発掘して，
「自己」なるものの起源を問い直そうとする動きが活発となった。それは精神分析におけ
る深層心理の働きの「発見」，文化人類学における異文化研究や，考古学における発掘調
査による人類の起源・系譜，文化の起源・系譜の研究などの動向として現れた。自らの深
層に宿っており，しかも眠っている他者を探り当て，この他者を媒介にして，新しい世界
に住み，またこの新しい世界に住むことによって，新しい自己を発見しようとする動きで
ある。
　この深層に眠る他者の典型こそ，これまで狂人，老人，子供，女性として支配され，治
療や教育の対象とされ，排除されてきたものである。つまり正常な白人男性という尺度か
ら見れば，正常な日常業務や生活を妨げる厄介な異常な要素の強いものとされてきた者た
ちである。
　だから，この他者性によって，新たな意味を見出すということは，単なる新たな意味づ
けの発見という次元を越えて，まさにパスカルの言うように，「川一つで正義が区切られ
る」とか，「ピレネー山脈の向こうとこちらでは，真理と誤謬が反対になる」というよう
な事態である世界の「転換」を意味したのである。
　人々はこの他者によって，新たな地下にある生命の鉱脈を探り当て，その鉱脈どうしの
Networkによって，新たな自己をつくるいわばインフラのようなものをつくりあげよう
とした。いままで人類学や考古学などの専門家によって行われてきた人間や文化の起源，
系譜への探索は，現代では日常の生活方法となっている。上述したように，ルーツへの探
索は考古学ブームなどとして風俗化している。これは地域社会生活のNetworkの形成や
環境への見直しが生活問題として定着するほどに一般化していることを意味する。
　この動きは旧来からの技術主義的傾向とも結び付き得る。つまり，それは昔ながらの
「改革主義」「進歩主義」と結合しうる。そもそも改革主義は技術の日常生活への浸透によっ
て，すっかり生活意識として根付いてきたものであった。絶えざるイノベーションやモデ
ルチェンジは言うに及ばず，日常的に繰り返される道路工事，下水道工事，電話線敷設の
工事などの掘削作業によっても，生活を掘り返しては再建する「変革意識」が人々の日頃
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の経験の中に条件づけられた。それは見なれた表面が破壊され，新しい秩序が生まれるこ
とは当然だとする思考の習慣の定着であった。掘り返されてできた土の山を見たり，新た
な道路網のために地下に向かって機械がうなりを立てるとき，人々は「変革」が日常的に
行われていることを実感するし，また変革や進歩一般を当然とする感覚を内面化していく。
　更にこのことは，土台を掘り崩される恐怖感を日常化し，不安に駆られた「前進運動」
を，積極的な前向きの生き方だとし，「進歩・発達に向かっているのだ」強弁する習慣を
定着させた。破壊されたり，追い立てられたり，それを社会発展だと言いくるめられたり，
自分を納得させる目標がわりにしたり，社会問題だとして運動を起こしたり，右往左往の
中でこの発展を希求するというパターンへの適応が「自己形成」の世俗版の発達心理学と
なっていき，テレビで熱心に教育番組を見る「学習者」などを大量に生みだしていった。
進歩のためには一時的な不便や疎外は当然であるし，民主的発展のためには皆が平等に耐
えるべきだとされるようになった。確かに飛行機事故には金持ちも遭遇するし，「改革の
犠牲は民主化」されているように見える。また，地下鉄敷設のための工事は，一時的な交
通混雑や生活の不便さをもたらすが，やがては「効率という新秩序」をもたらす。人々は
無秩序で，土砂に覆われたような混沌を潜ってこそ，新秩序を手に入れることが出来ると
いう実感を都市生活から学び，こうして，自己の陶冶にもそれが隠喩的な意味をもって適
用されていく。地下鉄掘削中の都市は，丁度モラトリアムにある青年期みたいなものであっ
て，やがて一人前の成人としての秩序を身につけるようになるだろうというわけである。
　しかし絶えざる掘削の連続は，一生を通しての何時果てるとも分らぬモラトリアムと通
底するようになった。この何時果てるとも分らぬ生涯を通じての学習が，人々の課題にな
り，当然となるに及んで，秩序形成のために一時堪え忍ぶ無秩序という状況から，無限に
堪え忍ぶべきもの，無秩序そのものを秩序だと捉えざるを得ない状況へと変化する。こう
して無秩序の恒常化，もしくは秩序そのものがもはや混乱を統制できない形骸化されたも
のとしての「秩序の無秩序化」が現実となる。つまり秩序と無秩序が同義となり，秩序概
念が衰弱する。
　このような事情は自己の概念においても起こる。自己の概念はIdentity（一貫性）の
概念を呼び寄せる。一貫性，つまり「秩序づくりとは何か？」と問う側面が強調されるよ
うになったのである。そしてこのIdentityを問う視点そのものが，近代の学校を支えて
きた等質的時空間の原理に基づく自立概念の限界を示すものであることが次第に誰の目に
も明かになってきたのである。
　ここで重要なことは，「深層」に対する技術的関わりが，秩序をもたらすどころか，「永
遠の変革」という果てしない無秩序を日常化してしまったことである。永遠のモラトリア
ムは，日常生活のみならず，自己のありかたとして意識されるようになった。それは「生
涯学習」と称する永遠の学習をさせ，自己を固定化することを禁じるものとなった。形あ
るものとして存在することを禁じられ，不定型のまま生きることを強制される自己は，ま
さに技術的合理化を目指した結果であることに気づいた。なぜなら，「生涯学習」とは，
この「技術革新」の時代への適応のためのものであるとされるため，この憩いのない，休
息と見えるものも実は義務としての休息である時代の「環境破壊」のひとつと数えられる
ようになったからである。
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　近代的思考は従来醜いものであり抑圧さるべきものとされてきた「深層」のイメージや
概念を批判し，深層が，未知の，貴：重な事物や価値をもたらすものだということを実際に
示した。地下の鉱物資源の掘削は，産業を支えるエネルギーを大量に供給し，産物や資源
を，そして人’々を運ぶ交通網は，山を貫くトンネルや，地下鉄の掘削が生活の便利さと，
快適さをもたらした。
　このような事態は，深層が想像力の源泉として高い価値づけがなされるようになったこ
とを意味する，もはや機械文明はその表層的性格を越えられなければならないものとなる。
深層は自然の光と同義になり（闇は光だ……ニーチェ）生命を育む原動力とみなされる。
機械的なものはその単調さを越え，未知の自然の意外1生，偶然性を明るみにもたらし我々
の生活を豊かなものにするとされる。自然は自由を求めることの根拠を与える。深層の自
然の恵みを明るみに出し，それを操作可能なものとした技術は，まさに「自由」への希求
のシンボルになる。発明発見物語は子供達の「成長」のための教育の目的を提供するもの
とされるに至る。
　ところが，この深層への掘削が「核シェルター」となづ，地下深く掘った地下を土台に
して屹立する大ビルディングの群れが，人間を圧倒し，個々の人間を何の力も持たない小
さな粒子に変え，無力感に打ちのめす時，また，大土木工事が「環境破壊」となるとき，
技術そのものが手に負えない他者性を帯びてくる。「核シェルター」に見るように，技術
によって「安全性」を目指せば目指すほど，その技術の不完全性のみでなく，そのような
技術を駆使せざるを得ない状況そのものに，不安・恐怖があることに気づく。
　このように技術が他者性を帯びて来たことは，自己が自閉の極に達しており，技術的・
マニュアル的には対処できないものに対する無力が一般化したことに対応する。技術的能
率性や効率性を基本的な尺度にしてきた近代的な分割線や差別の境界（正常対異常，男性
的対女性的，労働対遊びなど）への関心が鋭敏化する。
　これは或る分割方式の産物であるAnglo－Saxon的個人Individualや，それにもとつ
く民主主義というFrameworkへの批判としても意識され始める。我々が理想的なモデ
ルとしてきたこのAnglo－Saxon的民主主義こそ，機械的に分割され孤立させられたアト
ムとしての個々人からなる平等社会を，それがひとつの虚構であるにも拘らず，それをリ
アリティと卑称してきたものである，とされる。ニーチェ主義者によれば，これはルサン
チマン的同情を原理とするキリスト教の世俗版であり，進化論的（発達主義的・開発主義
的）一元論（真理）にしがみつくものとされ，相互主観性も奴隷の同意の地平を越えない
ものといわれる。二「チェが言うように，西欧人は「自分が誰であるのか知らない」どこ
ろか，全世界的に西欧化された現代においては，世界中の人間が「自分が誰であるのか知
らない」ようになっていると言うのである。砂粒的人間の平等化は垂直の方向性を失い，
高い見地へのアウフヘーベンとしての弁証法的な否定的性格をあらゆるInterfaceから
奪い，肯定の共存に席を譲るようになる，とされる。
　ハイデッガーはニーチェの「超人」という言葉を，超出すべきものとしての「人間」と
の関係を示す言葉と解釈した。そしてそれはIden七ityとそれを裏打ちする隷属と排除の
論理の克服を示すものとされた。これは同一性を決定するあらゆる形而上学やニヒリズム
の「外」に出て，つまり奴隷の視点を絶対化して他を排除するPerspectiveの形而上学
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の「外」に出て，生そのものを肯定すること，生の過剰性の謳歌を意味するというのであ
る。
　それはAnglo－Saxon的民主主義の根底にあるニヒリズムへの弾刻である。つまり，か
の民主主義は，天上の価値（宗教上の価値）を否定し，しかもあらゆるものの等価値を前
提にするものであり，地上の無意味さを強調し，一様で均質な世界の中に人々を幽閉する
思想だという告発である。
　それによれば技術的地平を越えた深層を含めた自然の生の過剰からのみ「拡大された意
識」は生じる。これに比して技術化された地平しか持たない卑小な意識は，均質化された
世界の中に，同一の自己を維持できる領分を見つけ，それに固執する意識であり，それの
みか，それを普遍的な真理の分与にまで昇格させ，「民主主義への参加」として「劣化」
するものである。技術主義者の「参加」とは，世俗化された神の国としての，民主的国家
への参加であり，それを構成する均質化した砂粒になることと同義である，と。
　この民主主義的社会においては，上述したように，他者とは権力が要求する「正常さ」
を規定するノルムから逸脱した人々を指し，自己形成とは他者を排除する正常な「人間」
になることであり，そのような自己の同一性を維持することを意味する。福祉とは悲惨な
人々を均質なレベルまで引き上げてやる（もしくは引き下げてやる）ことを意味する「人
間化」であり，これを保証してやる権力のお恵みであり，同質性を維持するために別の犠
牲者を再生産することである。このような事態からは技術的均質からの脱却の方向は，自
然的な生の過剰性による解放である，という見解が生じる。
　この見解によれば「意味」とは技術的な操作可能性の呪縛から解き放たれ，過剰から生
じるものとされる。そしてこれが「過剰の根源性」だとが主張される。このような経過を
辿って，技術的世界は一切の存在や価値判断からその固有の意味や目的を徹底的に電化し
たあげく，生をあらゆる形而上学の「外」において考えることを我々に強制するのである。
…… ｱの二重構造において自己は自らの系譜を辿る地盤を得た。
　これは従来のリアリティの単なる延長なのであろうか。かつての深層への下降は，貧富
の差，特に下層階級を意識化することによる社会のリアリティへの目覚めの誘いであった。
それをするのは，社会的「真理」へ読者という名の巡礼を案内する作家であり，学者であっ
た。彼らは下層階級の現実を直視し，それを自分の問題として捉え，より良い社会へと統
合していくことを唱えた。このような上層階級と下層階級との差をより高い次元において
アウフヘーベンし統合する社会こそ現実の名に値するし，その「現実」に向けての教育や
政治こそ真のリアリティをもたらす現実的教育であり政治であるとされた。それは単なる
貧困への同情を呼びかけるものから，抑圧者への激しい闘いへの誘いまで多様なベクトル
を描き出した。この上層と下層の区別を貫通する坑道は無数に掘られ，その掘削行為とし
ての研究や実践が社会の変革を可能にして行くものとされた。この過程は自己を一義的に
統合することであり，これが「現実的な」自己を見出すことであり，これこそ「自己実現」
であるとされた。
　しかしこれは自己の統合一Identity一を見出したと言うよりも，　Identityの揺らぎを意
味した。上下の多様な交渉は，調和的な統合をもたらすどころか，異様な他者の多様な視
線にさらされることであり，穏やかなInterfaceというよりも，他者からの攻撃とでも
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言う方が正確である場合が多かった。この他者の眼差しとは，巨大技術によってコントロー
ルされる複雑きわまりない社会への適応を強いる眼差しであり，評価基準である。個々人
は，瞬時の油断も大事故につながりかねないミスを犯さないように，高度な知識や技能か
ら些細な動作に至るまでの徹底的な訓練を施す者の眼差しにさらされる。機械のような時
間厳守は幼少時からたたき込まれる。契約社会の維持のためには，約束を守ることは神の
有無にかかわらず神聖なものとされ，嘘をつくことは，たとえそれが想像力の証であろう
とも厳禁される。絶えず自己を監視しておくこと，依頼にすぐ応答できる社会の精巧な部
品であるように自己を訓練しているか否かということが，「自己教育」や「学習」の名に
おいて暗黙のうちに強制される。……これが技術の結果，そして他者の眼差しに出会うと
きの個々人の有様である。まさに技術的環境に適応すべき学習や訓練は，人間を解放する
どころか個’々人に巨大機構のリズムに同調できない自分の卑小さを思い知らせる。
　これらは自己の生への侮蔑であり，誇りとしてのIdentityの揺らぎであった。その苦
痛のうなり声は，地下からのうなり声と交じり，点る超越的な価値をもたらすものにさえ
見えてきた。登校拒否や子供による犯罪の多発は巨大な社会問題と化し，その恐怖は神聖
の感情すらもたらした。つまり巨大技術のもたらすリアリティは神話的次元を有するもの
であることが明かとなると同時に，呪術的な悪魔払いの対象となった。人生を刻み，様々
な通過儀礼を施す神聖な場所であった学校は批判の対象になり，教師は侮蔑の対象にさえ
なった5）。彼らはかっては司祭兼専門家，治療者，裁判官，警官，刑罰の執行人という多
様な権限を帯び，子供のプライバシーを無視し得る超法規的存在であったにも拘わらず。
　このように，今日における深層への下降はかつての大量生産時代のような社会統合への
強力なメッセージを持たなくなった。それどころか，深層への下降は，汚い重労働として
忌避されるものとなっている。いわゆる3Kである。
　かつての深層への下降は，貧困の無限大の眺望のイメージと同じ性質をもっていた。交
替勤務が終って工場から一度に吐き出される労働者の長大な群れや，どこまでも続くよう
に見える労働者の長屋の現実が下層への探求のリアリティを支えていた。このことは，こ
のような下層に代って高層のアパート群が林立し始め，高層の中の個々の密室が生じ，そ
こに人々をかつての下層と同様に閉じ込める時代になっても変わりはなかった。勿論この
高層化は，必ずしも生活や道徳的向上を意味しなかった。家族の崩壊，アルコール依存症，
病気，犯罪を新たな形で再生産する場所でさえもあった。
　しかし，この高層化はかつてのように社会統合の原動力になるどころか，「高いところ」
への嫌悪の情すらもたらしている。かつては高い所は憧れや崇高の念を培っていたが，今
や高いところを目指す「向上心」は嘲笑と嫌悪の対象にすらなろうとしている。高層建築
は，自然と技術との調和などという考えは幻想にすぎないものであることを日常的に確認
する場所にすらなっている。
　かつての下層への探求は，自己のエネルギーの源泉を求め，それを掘りだし，地表であ
る自我との統合を図るべきものであった。それは上層階級と下層階級の人’々の統合のため
の社会改革運動の原動力であり，理想社会の建設のアナロジーでもあった。それは地下の
資源を掘り出したり，地下に理想社会を建設したり，地下に潜んでいた魔物と闘い，生産
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性を上げ理想社会をつくるために一致団結するための団結を呼びかける無階級社会を目指
すシンボルであった。それは「生産こそすべてに優先する価値であり，基準である」とす
る集団的統合の夢：であった。
　しかし今日では我々はそのような「生産」を可能にする環境をつくるために団結の口実
となる地下や深層を信じ得なくなった。そしてこれを可能にすると言う巨大技術こそが自
由をもたらすということにもリアリティを感じることができなくなった。自由の王国を，
理性によって，技術によって可能にする夢はテクノクラートによる支配の悪夢を結果する
ように見える。昔ながらの労働（work……労働・学習）する必要は一見すると知的な積
極さをもたらすように見えるが，実態としては知的衰弱や道徳面での退化，野蛮さをもた
らした。都市化した生活はますます個々人を卑小化する。大規模化した技術と技術化され
た空間としての大都市においては，個々人は自らの卑小さとそれを補償する大勢順応以外
の何を手に入れることが出来るだろうか。
　この巨大な技術の前に個人を自らを卑小なものとして屈状させ，技術の過程や結果を
「運命」として受け入れるように，日常的に訓練していくことは，政治的過程でもある。
毎日繰り返して，途方もないスケールの大きさをもつ都市に囲まれてうごめく群衆の一人
としての個人にとっては，ひどく惨めな卑小さ以外の自己認識以外のものは不可能である。
自己認識や自己組織化への欲望は持てなくなる。「自己実現」への教育という言葉が空疎
に響きはじめる。技術は平等をもたらすどころか社会の階層化をつくり出す。一方では一
生涯単調な繰り返しの毎日を強いられて頭が働かなくなったり，病気になったり，日々の
不安に耐えるはめになる者たちの群れと，他方では技術装置によって強くなり，残酷にな
れるテクノクラートととに階層化し，いわゆる学歴社会への呪誼を生み出す。アトム化さ
れた個々人は，情報に接して色々の出来事を楽しむことは出来るが，もっと深い部分につ
いては何の関心も示さない。深層からエネルギーを獲得して反乱を企てることなどを考え
たこともない者が大勢を占めるに至る。世界は我々自身の無気力と絶望を模倣して，単調
で薄っぺらなものとなる。
　快適さや安全性を希求する手段であるはずの技術は，今や巨大技術やそれによってもた
らされる環境破壊となって我々を脅かしている。これによって圧倒され卑小化した自己
は，地下室ならぬメディア・ルームに閉じ篭り，プロムナード風の商店街で消費するよう
に追い立てられている。自己はもはやその深層を求めての冒険の場ではなくなり，小さく
なって閉じ篭り，安全そうに囲い込まれた商店街のショーウインドーに映し出される自己
を見てナルシズムに耽ける表層だけのものと化している。そして向上する時空間を作るこ
とや，下降による冒険の過程を経ての新たな世界の探求などという垂直の心理的空間や時
間は，自己の概念から洗い流されようとしている。まさにニーチェのいう「末人」lelzte
Menschの時代6）は来ているのである。
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